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（Joe）今日皆さんにご紹介するのは 2 つのセッションを担当してくれる方ですが、彼はヴィレッジの最初

の提案書を書かれた方です。そしてヴィレッジのアイデアや概念を纏め上げてくれた人です。今まで聞い

ていただいたようにアウトカムのアプローチをとても強調されている方です。そしてヴィレッジの最高責任者

でもあります。 

それでは紹介します Dr.デービッド・ピロンです。  

 

（デービッド）今回は 2 つのトピックについてお話ししたいと思います。  

それでは最初にパフォーマンスとその計測についてお話しし

たいと思います。  

皆さんこの言葉を知っていますか？「私たちは神を信じま

す」  ドル札を見ると紙幣に「 IN GOD WE TRUST（私たちは

神を信じます）」と書いてあります。この国は宗教に関係なく世

俗的な基盤に基づいて建国されましたが、それであっても紙

幣には宗教的な言葉が書かれています。神は居るし神はオー

ルマイティであると信じているのです。だから私たちは、そのオ

ールマイティに対して信じるのです。でも現実は私たちのする

ことに対して全て批判的でなくてはいけません。  

メンタルヘルスの分野では、私たちの努力が利用者に対し

て本当に価値が有るのか否かについて確認していく必要があ

ります。そしてその努力をしていかなくてはいけないのです。そ

こでお話ししたいのが、どの様に計測していくかということで

す。 

ヴィレッジの活動は、精神保健の分野としては非常にユニ

ークなものです。その 1 つとしてヴィレッジは試験的に設置され

た施設ということです。ヴィレッジが設立された時、誰もがここに

来られる施設ではありませんでした。ヴィレッジが始まった時、

240 人の対象者が設定されました。そしてその中から無作為

に抽出した 120 人がヴィレッジの対象者グループと決められ、
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他の 120 人は比較グループに定められました。そして 3 年間の活動後、対象者グループと比較グループ

を独立機関が調査しヴィレッジの成果について評価しました。そしてヴィレッジの 3 年間の活動成果が公

表されました。  

コスト面からみるとヴィレッジの活動では在院日数が大幅に少なかったため入院費が大幅に削減されて

いました。独立機関の報告では 35 万ドルの削減が有ったとされています。  

しかし私が最も興味深かったのは、ヴィレッジでは 73％の人が 3 年間の間に何らかの就業経験をした

ということです。比較グループでは 15％しかありませんでした。と言うことは、ヴィレッジのグループは比較グ

ループの人たちの 5 倍就労経験をしたということです。  

ヴィレッジグループの人たちは、比較グループの人たちよりも満足度の高い生活が出来ていたという報

告もあります。  

それではどの様にしたことで、この結果が出たのでしょう。  

ヴィレッジのコントロールグループと比較グループでは、どの様な事が違っていたのでしょう。  

先ず言えることは、ヴィレッジでは全サービス量に対してケースマネジメントの比率が 40％と、比較グル

ープの 10％に対して大幅に多い事です。即ち我々のサービスは比較グループに比べてケースマネジメン

トに 4 倍注がれたということです。これ以外に比較グループとの差が何処にあるか、表をご覧になって皆さ

ん如何ですか？  

（参加者）社会化に力が注がれているのが見えます。  

（デービッド）そうですね。社会化に 10 倍の力が注がれてい

ます。それ以外に我々は 20 倍以上の努力が、就労に注がれ

ている事が分かると思います。  

日本でこの様な表現が使われているかは分かりませんが、

私たちの間では「支払った分だけが、自分に戻ってくる」という

表現があります。これが良い例だと思います。ですから我々は

お金やリソースをケースマネジメントや雇用創出・社会化に重

点的に注ぎ込んだわけです。その事が、いま我々が見ている

改善された結果なのです。  

ですから皆さん日本に帰ったら、自分たちの資源をどの様

な事に活用しているのかを考えてみて欲しいと思います。お金

やリソースを、外来治療や急性期対応・長期ケアなどに注い

でいませんか？是非考えてみてください。  

この事からヴィレッジはメンバーの治療やケアと言ったことで

はなく、全体的な生活の質の向上に焦点を当てている事が分かります。その他にも次のスライドにあるよう

に、色々なアウトカムに焦点を当てサービスを見てみる事ができます。  

しかし最も大切なことは、メンバーの臨床的な状態に焦点を当てることです。  

これは皆さんに最初にお伺いすれば良かったのですが、皆さんの施設ではどの様なアウトカムについて

評価をしたりデータを取って蓄積したりしていますか？症状の推移などをフォローアップして数値化したり、

何らかの形でデータの蓄積をしたり表にしたりしていますか？  

皆さんのところのお話はお聞きできませんが、それでは皆さんのところでは利用者さんの症状が改善して

いるということを、どの様にして判断していますか？  

本当に知りたいので、皆さん教えてください。  

（参加者）私たちは毎週ケア会議を行い、メンバーの変化を皆で話し合い、今後の支援方針を決めて

いきます。 

（デービッド）それではその会議を通してメンバーの何％位が良くなっていると思いますか？  
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（参加者）私の施設は設立から 6－7年経過していますが、施設を出て一人暮らしをしている人が 50％

位います。 

（デービッド）50％の人が一人暮らしに移行できているのは、とても素晴らしいことです。ということは何ら

かの活きた行動があるということです。そしてメンバーの半数は一人暮らしが出来ているというデータが出て

いる訳です。 

私がここで強調したいのは、データの重要性です。これは

日本ではあまり重要視されていないかもしれません。それは

日本にはそれなりの資金が有って運営できるのかも知れま

せんが、アメリカではそうではありません。アメリカでは凄いプ

レッシャーを掛けられています。私たちは毎年毎年、相手側

から精神保健に関する資金削減の恐怖があります。日本は

アメリカに比べるとより良い安全網が有るのかもしれません。

しかし今後日本でも経費削減の圧力が、皆さんの元に係っ

てくるかもしれません。  

ずっと以前から私たちがメンバーさんに使っているお金は税金です。そして税金がどの様に使用されて

いるかを報告する必要がありました。今は一般の人に対して、皆さんの税金が効率よく使用されているかを

証明しなくてはいけません。私たちは税金を使って、ヴィレッジがサービスを提供しているメンバーの生活の

質が向上しているということを説明する責任があるのです。アウトカムにしてもメンバーさんの質の向上という

ことなのですが、管理的な面からその時々の状態ではなく経過に対する成果をリアルタイムで表示する必

要があるのです。  

カリフォルニア州では 1999 年に新しい法律 AB34 を

開始しました。ここに示されている内容が AB34 に基づ

いて我々が説明するべきアウトカムです。そしてこの時点

で我々が重要と考えるアウトカムの順番です。最近私は

このアウトカムを見ながら、重要な順番を少し変えた方が

良いと考えています。1999 年に私がこのアウトカムを考

えたときには、独立した生活が最も重要なアウトカムと考

えていました。そして危険な麻薬中毒から解放されること

は最も重要でないアウトカムと思っていました。その時に

比べると私の考えは変わってきています。  

皆さんは、私だったらこれを一番に持ってくるという項

目は有りますか？  

8 番が多いですね。メンバーをトラブルから守ることで

すね。社会的な面を考えると、とても重要なことです。  

次に多いのが 6 番でした。この順番に正しいか間違っ

ているかの答えはありません。しかし私も現在では 6 番を

最も重要とするでしょう。  

一人の人が自分の生活を管理するようになれば、周りの事は全てそれに沿って動いていくようになりま

す。ですから自分でケアができること、自分で連携してやっていけるということはとても重要なことです。  

それでは AB34 の成果について皆さんにご紹介したいと思います。  

先程反社会的行為や犯罪から守ることが大切だという意見も多かったですが、AB34 過去 6 年間での

収監率のデータを見てみるとプログラム前は 197 であったものが 6 年目には 29 に下がっていて、削減率

は 85％になっています。  
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次は病院に入院した数です。こ

れもプログラム前は年間 102人いた

わけですが、6 年後には 13 名迄減

っています。これも減少率は 87％と

なっております。  

次はホームレスになって人数で

す。プログラムは 409 名が参加して

いますが、プログラム前ホームレスは

188 名でした。1 年目には 37 名と

激減し、その後 20 名前後を推移し

たのち 6 年後は 26 名と若干増加

しましたが、削減率は 86％と良い

結果が得られています。  

この様なスライドを私が州議会で

証言しました。すると一人の議員が

私にスライドの中身を説明して欲し

いと言いました。  

（議員）プログラム前はホームレス

が 188 名いて、今は 26 名なのです

ね。 

（デービッド）ハイその通りです。  

（議員）私たちは貴方たちに住宅

やホテルのクーポン、関連する資金

を提供していますよね。  

（デービッド）勿論です。ですから

188 人から 26 人に減少する事がで

きました。 

（議員）これだけ提供しているの

に、何故未だ 26 名もいるのです

か？  

（デービッド）貴方はコップの水が

少なくなった時、半分残っていると

いう見方ではなく、半分カラになっ

たという見方なのですね。と言いまし

た。 

私は彼に後で手紙を書いて説明

しなくてはいけなかったのですが、

本当にこれは成功体験なのです。  

次は就労に対する結果です。先

程就労が最も大切と答えた方がい

らっしゃいましたが、1 年目に 98 名

と一番高い結果が出ていますが、その後は下がって 60 名前後を推移しているのが分かります。平均的に

はポジティブな結果となっていますが、最初の年に比べると良い結果とは言えません。  
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後幾つかのデータも見ていきたい

と思います。 

先程収監された人数の話をしま

したが、収監された期間についても

見ています。 

プログラム前の収監者は 197 名

で 22,170 日の収監期間が有りまし

たが、6 年後には収監人数は 29 名

で収監期間は 2,128 日に減少させ

る事ができました。  

次は入院日数です。プログラム

前の入院者は 183 名で日数は

2,826 日でしたが、1 年目は 106 名

で 1,263 日に減少し、その後上下

しながらですが 6 年目には 67 名で

714 日という結果となり、削減率は

75％になっています。  

この様にアウトカムをグラフ化して

見やすい状態で説明することがとて

も重要です。 

2004 年に私が議会で証言して

いたとき、当時カリフォルニア州知

事であったシュワルツネッガー氏が

我々の補助金をターミネイトするタ

ーミネーターとして（笑）という話を聞

いていました。  

しかしその後予算化確定したと

き、我々の予算は継続していて安

心しました。その時の知事のメッセ

ージには「我々は精神障がい者へ

の統合サービスプログラムには持続

して 5,490 万ドル（日本円約 62 億

円）の拠出をする」と書かれていまし

た。そしてその中で彼は「この様な

プログラムが地域に莫大な経費削

減をもたらしている。そしてこのプロ

グラムによって、我々が困難な時期

において不可欠な財政軽減をもた

らしている」と言及しています。  

次に紹介したいのは、リカバリー

についてです。  

リカバリーを特定化するという考えは非常に重要です。  

私たちはリカバリーの定義とは何であるかということを考え、作り上げました。  
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そしてメンバーが積極的に自分の生活管理

をしていると言うことを導きだしました。収監され

ることもなく自分の生活状態の中で十分機能を

果たすことができていることです。そして自活で

きて有意義な活動が出来ていることです。また

明確に打ち出された自分たちのサポートグルー

プを持っていることです。  

それからこちらでは当事者グループの協会

が、自分たちのリカバリーとは何であるかというこ

とで、4 つの構成部分を打ち出しました。  

「 Health 」 「 Home 」 「 Community 」

「Purpose（目的）」  

健康は、自分のメンタルヘルスと身体の健康を維持で

きているということです。  

家は、自分で居住する安全な家があるということです。  

コミュニティは自分に対する社会的支援が十分に受

けられていることです。  

目的は、自分が有意義な役割・目的を持っ

て生活できているということです。  

この 4 つの言葉は我々が思うリカバリーの定

義を、凄く良く表現してくれていると思います。

私たちもこれに則ってリカバリーの道標を作っ

ています。 

話は変わりますが、皆さんが仕事をしている

時、もっと多くの情報を記録しておかなくてはい

けないと感じることは有りますか？  

多分既に多くの情報を記録していることと思

います。ヴィレッジのスタッフも、記録することが

多過ぎると感じていました。  

それで我々は簡単な記録で十分な情報を



7 

記録できる方法を考案しました。ヴィレッジでは近々電子化を考えているので、その時実施しようと開発し

ている評価方法です。  

我々は毎月、この道標を用いてメンバーの進捗状況を測定します。そしてこの様にデータ化することで、

メンバーのリカバリーの進捗状況が一目で判るようになります。  

 

 

データをご覧ください。一番上の人が CS さんですが、最初の行を見ると何時ヴィレッジに来て、どの位

経過しているかが分かります。1998 年に来てヴィレッジに 12 年 10 か月いる事が分かります。次の 6 項目

が彼の毎月の進捗状態を示したものです。上に MORS とありますが、これはマイルストーンのリカバリース

コアの事です。6 か月前（—6）に彼のスコアは 5 でしたが、5 か月前は 4 に下がり、4 か月前は 5 に戻りま

した。3 か月前に 3 に下がり 2 か月前の 3 で、先月は 1 になり現在非常に危険な状態にいます。彼の状

態は表の色を見ると赤になっており、表を見ただけで判断できます。  

信号の赤は止まれですね。この様に緑と赤を使うことで、安全な状態か危険な状態かを判断できるよう

にしました。そしてこの表を見ながら我々は会議を行います。  

次の行を見ますと  Quality of Life （生活の質）と書いてありますが、この項目には、何処に住んでい

るか、仕事をしているかなどが分かるようになっています。RES STAT DATE （住居状況）ですが、彼は

11 年 4 月 23 日に入院したという事が分かります。彼の表は次に赤いところは  CHRNC HLTH CONO
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（慢性疾患の有無）で、糖尿病・肥満・薬物／アルコール乱用が有ると書かれています。  

すぐ下の MB さんのところに HBP と書かれて黄色になっていますが、この方は高血圧が有ると記載さ

れています。 

この表のアイデアは、メンバーを進捗状態が一目で判り、誰に注意しなくてはいけないか、進捗状況が

悪いのは誰か等を理解する事ができる様にするためです。  

毎月スーパーバイザーはこの表を見ながら対応策について話し合います。  

私が希望することは、各自の毎日の記録を見せるというより、この様な表にすることによりメンバーの状況

を簡単に説明が出来ることなのです。  

皆さんこの表をご覧になって、自分たちの利用者さんをこの様な表で表現する事ができたら、皆さんが

利用者さんのリカバリーに役立つ事ができると思いますか？  

私は我々のスタッフがこの様な表を活用することによって、より良いケアができることを願っているのです。  

                                      有り難うございました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ヴィレッジ ISA 外観                          デリ 456（食堂）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       食堂内にあるクッキー工房                同じく食堂内にあるヴィレッジバンク  

 

 

 

－編集後記－   

 残暑御見舞い申し上げます。  

例年にも増して今年の夏は厳しい暑さでした。それでも夕方になると、すず虫やこおろぎなどがゆく夏を

惜しんでか、秋のはじまりをお祝いしているかのように涼しげな虫の音に気付く時期になりました。  

2023 年度も間もなく後半に入ります。全国の皆さまと新しい交流の場を持つことができるように少し感

染症を気にしつつ頑張って参りたいと思います。（m.shiida）  

特定非営利活動法人  精神保健福祉交流促進協会  


